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一 ｶﾗﾌﾙで質素な中欧ﾖｰﾛｯパ －－－、
成田からオーストリア航空機に乗ると同時に、男女とも真っ赤な乗務員服と原色のシー

トが目に飛び込んできた。カラフルでかわいい印象。自然とウキウキとしてくる。こうし

て中欧4カ国（オーストリア、チェコ、スロバキア、ハンガリー）のツアーは始まった。

全体としては、生活は質素な国々という印象だった。首都を一歩離れると牧草地帯が広が

る。豊富なチーズ、ハム、様々なパンと食事は豊かだ。ウィーン郊外の牧草地帯には、100
個以上の風力発電の大きな羽がゆっくり回っていた。高速道路はただ柵で囲ってあるだけ

で、質素だけれど、自然エネルギーには投資しているのだ。日曜日は商店と美術館など主

な公共施設は休みで、コンビニは一軒も見なかった。しかしちょうど復活祭と重なって、

日曜日はにぎやかに広場にテントを張り、催し物や出店でにぎわっていた。

世界遺産になっている中世の姿を残すチェコのプラハ城やハンガリーのブタペストを見

学したのだが、新旧両市街地とも街づくり、特に色使いには気を配っているようで、茶色

系統やオレンジ系統など同色系でまとめられ、それにクラシック音楽が重なってとても美

しい。4カ国ともEUに加盟しているので、国境はあるが、チェックなしでバスは通過す

る。通貨もオーストリアとハンガリーはユーロでとても便利だ。

1968年の「プラハの春」は民主化を求める運動で大きく揺れたが、旧ソ連に弾圧され、

その後1989年ドイツ・ベルリンの壁が崩壊すると、チェコでも無血のビロード革命が起

こり、劇作家ハヴェルが大統領に就任、自由と権利を手にした。現在の「プラハの春」は

5月の「プラハの春音楽祭」で毎年にぎわう。小澤征爾が芸術監督のウィーン国立オペラ

座では大舞踏会が毎年催され見事だという。

2009年春のプラハはアメリカの新オバマ大統領が訪れ(前日私たちが見学していたプラ

ハ城）「核兵器廃絶」を訴える歴史的な春となったのは喜ばしいことだ。オバマ大統領は帰

国後の4月22日にはアイオア州の風力発電所を視察し、再生可能エネルギー分野で米国

が世界をリードしなければならないと表明し､2030年までに発電の2割を風力でまかなう

との目標を掲げたという。彼のいう「繁栄か衰退かの選択」であるという。

中欧は何回も他民族に支配されてきた地域であり、カラフルで明るいが、質実剛健とい

う言葉が似合う国々であった。 （青柳節子）
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